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29南郷里っ子まなびの広場

夏休み中の数日間、子どもの居場所づくりと学習支援を行う。小学
生対象。

22

子育て支援事業

26子育て支援事業「はぐみんぐ」の推
進

未就園児の親子の出会い、家族の交流を通じ子育てを支援する、月
２回開設

21

24高齢者等サロンの拡充

①独居高齢者等の孤立解消のために「ふれあい交流会」を開催。

②地域で活動するサロン運営者のスキルアップのための研修会を開
催.

27子どもの遊び場
遊ぶ機会の少ない地域の子どもの体験型交流イベントを実施。去年
はわくわく冒険探検隊

21

28子ども食堂の検討
食事の提供を通じて子どもの居場所、子育て負担軽減などのために
子ども食堂を検討する

22

くらし支えあい検
討会の推進

25くらし支えあい検討会の推進
高齢者等の暮らしの困りごとを把握し福祉サービスを提供するため
の対応の検討と実践。（自治振興部会と連携）

17.25

地域の在宅福祉活
動への支援事業

22自治会等在宅福祉活動補助金
自治会域で団体等が行う友愛訪問、サロン活動、福祉会議、子育て
事業等に補助金交付

15～20

23命のバトンの推進
まさかの時のツール「命のバトン」を配布、活用の推進を図る、バ
トンの配布、年間

17

17

南郷里地区福祉活
動計画（～Ｒ５）

20福祉活動計画の進行管理の推進。
計画に掲げる事業の推進状況のチェックとコーディネート。福祉関
係団体との連絡会議開催

15～26.20

南郷里福祉委員の
育成

21南郷里福祉委員の育成と活動支援
南郷里福祉委員の資質を高め、地域福祉を進める。手引きの活用と
研修会を開催。

18

②　①のワークショップ等で育成される人を人材バンクとして登録
していく

地域福祉部会 部会運営委員　　人
住民の福祉ニーズに対応した事業、子育て支援、青少年育成に関す
る事業の企画と実践。

60.61

54.55

地域づくりの人材
や協力団体の確保
と育成

12地域づくり推進大会の開催
協議会の存在や活動を地域住民に理解してもらうとともに、地域の
模範的活動事例を紹介し地域づくりへの関心と参画を高める。年２
回

39.41.46.52.
55.

13地域課題検討ワークショップおよび
地域人材バンクの創設

①地域づくりの担い手（人材）を育成するためのワークショップ
（講座・勉強会）を開催。

クリーン作戦等の実践と啓発による地域全体の環境美化運動

地域課題の把握と
検討

10地域課題の調査と検討
課題Ａ（協議会で対応可）と課題Ｂ
（協議会では対応困難）に仕分け、課
題Ａを担当

監査（監事2人） 4業務と会計の監査 適正な業務執行と会計処理を監査。年２回
67

自治振興部会 部会運営委員　　人
自治会や地域が抱える行政的課題の解決と地域の振興策を探るため
の事業の企画と実践。

12.13.14

60.61.62

11地域課題への実践行動

①自治会や地域団体が抱える課題を共有するために定期的に自治会
長会議や地域団体を交えた会議等を開催する

②自治会や地域団体等に対し課題や要望事項の調査を行い整理仕訳
する

56.57.58

運営委員会
（運営委員25人）

3協議会の運営管理と事業の進行管理 協議会の運営等の協議と組織間の調整、事業の進行管理
64.65

本部
地域づくり計画の進行管理、協議会の
運営管理と行政課題への対応

地協の運営全般、特に地域づくり計画の進行管理を行うとともに、
地域が抱える行政的課題の解決を目指す。

役員会（役員8人）

1協議会の運営における重要案件の審議
協議会の運営における重要案件の審議と、運営委員会に適さない案
件の審議

64.65

58

事業名（款） 事業名（項） 事業の内容（ねらい）（目）

64.65

2地域の重要な行政課題の協議と対応
バス市内循環線の利用促進、小学校前の歩道改修などの重要な課題
を協議し、市への要望行動につなげる（課題Ｂレベルを担当）

年２回開催

適宜、関係団体と連絡会議開催

自治会での活動を把握、福祉活動への助成

年間通じて活動を展開

月２回定期的に開設

11/20実施

夏休みに数日間実施

5/29 12/1

3/4

５月、８月、１１月予定

定期開催

定期開催

隔月開催し重要案件の審議

隔月開催、事業の進行管理ほか

隔月開催

年間通じて広報等により登録者募集を案内

6/26第一回予定

9/3
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51文化芸術に親しむ事業

美術、音楽、演劇などの公演、コンサートなどの開催。南郷里で活
動するサークル等によりコンサートを実施する。

36

文化と健康スポー
ツ部会

部会運営委員　　人
地域の文化・芸術に触れあう事業や健康づくりのためのスポーツ活
動を実施する。

60.61

文化芸術に親しめ
る事業

50伝統文化に触れる事業

①地域の歴史的有名人を取り上げた講座の開催

②地域に伝承されている美術工芸品等の展示を行う

28.29.36

地域防犯対策事業

46見守り関係者の育成と拡充
後を絶たない特殊詐欺について被害の実態や対策について指導者等
に講習を開催する。今年度は老人クラブ等と連携

4.5

47防犯啓発事業 防犯啓発のためのチラシを作成し配布する

交通安全対策事業

43地域関係者への交通安全教室事業
子どもたちを対象にした交通安全教室を開催。
学びの広場と同時開催。（地域福祉部会と連携）

4.5

4.5.7

4.5

44交通安全啓発事業

4.5

48防犯対策事業

①子ども会などと連携して子どもたちと一緒に見守りパトロールを
実施する。学びの広場と同時開催。地域福祉部会と連携

②防犯警告、啓発看板設置が必要な箇所の調査と設置を進める。

①交通安全のぼり旗や飛び出し坊や看板の製作を行う。～Ｒ５事業

②交通安全への注意喚起と意識高揚のためグッズ（例：リフレク
ター）を小学生に配布する

45交通安全対策事業

①昨年度実施の看板設置状況の確認および対策を要する箇所を把握
する

②昨年と同様、交通安全危険箇所に啓発用看板を設置していく。
～Ｒ５事業

6.7

②消防団と自治会自警団との合同訓練で自主防災組織を支援する。
1.2

③９月第４（日）を南郷里防災デーと定め総合防災訓練事業を実
施。・緊急初期消火講習会・緊急対応訓練・避難所運営訓練など

南郷里安全マップ
作成事業

40安全マップ等の製作
防災、防犯、交通安全を網羅した南郷里地区の安全マップ（ハンド
ブック？）の作成を検討する。～Ｒ５事業。

地域防災力向上事
業

41南郷里地域総合防災訓練

①１０月第３（日）市の防災訓練に合わせ、シェイクアウト訓練、
白いタオル掲示運動（安否確認）を推進し訓練の定着を図る

42要配慮者の安否確認。避難支援事業

①防災福祉マップづくりを通じ要配慮者避難支援関係者への講座を
開催（自治会別での集合講座）。

②自治会に出向いて要配慮者避難支援方法の講習会を開催

7

健康や医療に関す
る事業

32健康や医療に関する研修会
健康と福祉、医療と福祉に関する研修を通じて地域福祉の推進に役
立てる。

15.23

くらし安全部会 部会運営委員　　人
防災、防犯、交通安全等住民の安全安心を守る事業の企画と実践を
行う。

60.61

22

23.24

①健全育成を図るための啓発事業を実施、チラシやポスターの作成
等

31健全育成実践事業
健全育成を図るため関係者による研修会の開催やパトロール活動
（愛のパトロール）などを実施する

30健全育成啓発事業
青少年の健全育成
事業

②あいさつ運動等による地域全体での明るい社会づくり啓発運動
（毎年１０月）

不定期開催

10/16県防災訓練に併せて？

9/25防災デー

5月、6月で各７自治会

出前講習11月、3月

７～８月「学びのひろば」で

Ｒ４制作でＲ５初に設置

９／２１～３０に配布

秋と春の交通安全週間に間に合わせる

１０／１１～２０全国地域安全運動で

定期開催

先進事例を情報収集、研究後、具体案検討

依頼受けあるいは声掛けで自治会決定、年数回

７～８月「学びのひろば」で

設置要望の取りまとめ

１０／１１～２０全国地域安全運動で

その都度、防犯・交通安全・防災啓発グッズ作成と活用で啓発活動を実施

夏休みに数日間実施

夏休み、冬休みに実施

5/22七条素人劇団

しめ縄づくり

サークル発表会
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広報人材育成事業

59

30.32

協議会事務局員および有志協力者
市生涯学習文化課委託事業その他まちセンのコミュニティセンター
としての事業を行う

69

90こみんかカフェ。の開設
子どもに限らず住民だれもが気楽に立ち寄れる居場所と交流の場
（カフェコーナー）を設ける。

26.69

91学び座の開設
（子ども向け／大人向け）

80地域課題や危険個所等の調査や検討
事業（サポーター独自提案含む）

プランナー業務や各部会事業として依頼を受けた課題の調査や情報
収集、分析などを行う。サポーターからの問題提起や提案事項も含
む

53.58

81地域資源の発見と情報提供事業

63広報人材育成事業
広報活動に必要なデザインや写真、またはパソコン操作に関する講
座の開催等を通じて、広報活動での人材を育成していく

61.62

子どもから大人までが暮らしに役立つ知識や技術、趣味としたい特
技などを学ぶ場を提供

22.69

93自治会文書配布事業 市の委託事業。各自治会へ広報紙等文書の配布を行う。

42.48.49.50.
51

実行委員会事業

69

まちセン活用事業

地域が持つ課題の
把握と検討

30.33

価値ある地域資源
の発見と情報提供 82ふるさと通信員事業

サポータの住む地域でのニュースや活動、地域の変化などを協議会
に情報提供する

住民が交流と楽しめる場として自治会模擬店や多彩なコーナーを設
け賑わい市を作る。10月

36.43.55

その他の事業

まちセン／コミセ
ン事業

南郷里の価値ある地域資源（ひと、もの、知的財産、行事など）を
発見し情報提供していく

92情報化推進事業
wifi環境を整備し、IT機器等の活用により、利用者の利便を図り、
ＬＩＮＥやＺＯＯＭなどを使った会議や連絡方法を推進する

72その他のイベント事業
地域全体を巻き込み、協力関係団体も多岐にわたるような事業を実
施する。例：大収穫祭、盆踊り大会、〇〇フェスティバル、△△△

大作戦、✕✕✕観光フェアなど

サポーター事業 サポーター19人
協議会事業およびプランナー業務や各部会事業への支援、情報収集
などの応援を行う

53

実行委員　　　人
地協総力を挙げての規模の大きい事業などを行う。実行委員会で企
画と運営

35.42.43

文化祭と楽市楽座

70南郷里文化祭
まちセンをフル活用して住民の作品展示や芸能や歌の発表会などを
実施する。10月の数日間。昨年は、展示の他にトリックアートを実
施

35.36.43.
55

71南郷里楽市楽座

61ホームページの運営
情報の迅速性、情報量、映像発信などＨＰの利点を活用した情報発
信を行う

62SNSによる情報発信 SNS（fecebook等）を活用して運営と情報発信を行う
47

広報部会 部会運営委員　　人
地域内外に地域の良さを知ってもらう情報発信やふるさとのPR事業
を行う。

60.61

地域情報発信事業

60広報紙の発行
地元の話題や行事、先進的活動事例、地協事業、サークル活動など
を載せた広報紙の発行。毎月版と特集版（年３回）

健康スポーツ事業

53スポーツ交流事業 地域住民同士の交流と親睦を図れるスポーツ大会を実施
15.34

54健康スポーツ事業

①住民のだれもが参加でき楽しめるニュースポーツ大会を実施。
ボッチャやユニカルなど

②誰でもいつでもできる、健康ウォーキング事業、ウォーキング
マップ制作、健康体操講習会

30.39.41.44

47

15

歴史遺産を学ぶ事
業

52歴史遺産（歴史、伝統、風習）を学
ぶ事業

①南郷里に関係する歴史遺産を学ぶ講座や勉強会を開催する

②歴史遺産を巡るウォーキングの実施（健康スポーツ事業と連携）
歴史遺産マップ制作や遺産ルートの開発。

27

４月 ８月 １２月

毎月１回配布業務

wifi整備

子ども・大人向け、年間１４回

検討後、常設できる形で

事務局内、不定期開催

適宜、必要の都度活動

方言検討

テーマと方法を検討

委嘱後、不定期開催

実行委結成、定期開催、終了後解散

テーマと準備 事業実施

旬の素材で講座の開催、年４回程度

設計、運営、管理方法を検討、実施

不定期発行

年間通して情報発信

5/22七条素人劇団

6/19家族ウォークラリー

9/10ボッチャ大会

12月歴史健康ウォーク

連続歴史講座３～４回

サークル発表会

定期開催
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